
循環型水洗トイレや雨水を浄化し活用する水環境事業、落石・斜面崩壊対策事業、土木・景観事

業を行っている製造業であり、水環境事業のさらなる強化、および競合大手の類似商品との差別化
を目的として報告書を作成した

過去～現在

（As-Is）

現在～将来

（To-Be）

知的財産（強み・壁）を

いかにして生み出し、安定

した事業に貢献しているか
についてストーリー化する

将来像の実現に向けた課

題およびその解決の方向

性（事業構想）を明確
化する

将来像の実現に向けた実
行計画をストーリー化する

従来の汚水浄化技術では活性炭等を用いており、色度の除去率が長時間保持されないことや浄

化材の交換頻度が多い事、しばらく利用しない場合には微生物が死んでしまう等の課題があった。

当社製品ではそれらの課題を解決し、またランニングコストもほとんどかからず運用することが可能で

ある。これまでの販売実績は多くはないが、改良版をリリースする等積極開発を行っており今後企業
の利益の源泉となる予定である

需要拡大期における増産の体制が未構築であり、IoT技術を活用した維持管理システムの導入や、
開発プロセスやノウハウのマニュアル化等、品質と現場対応力の両立が必要である。また、汚水浄化

技術の整理、一定の相関がある主力事業との組み合わせが検討されておらず、関連業者とのパート
ナーシップや営業等、主力事業と組み合わせたマーケティングを実施することが考えられる

・知財を軸とした差別化と技術優位の確立

浄化槽等の独自技術を特許などでしっかり保護、技術革新を進め、主力事業と連携する

・知財連携によるオープンイノベーションの推進

産学官連携やパートナーシップ連携を強め、知財情報を営業力強化につなげる

・知財管理・リスク対応の強化による持続的成長

侵害防止策、知財管理体制、社内の技術者意識の強化を行い継続的な技術創出力を強化

知財・事業の概要および知財ビジネス報告書作成の目的

企業名 アルコ株式会社 金融機関名 百五銀行法人コンサルティング部

作成を支援した

機関名・氏名   IA Beacon 下⽥俊明

知財ビジネス報告書への記載概要

建設業 特許

記載例

知財をわかりやすく表現できる図

循環型水洗トイレ「ミニソフィ」
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百五銀行からの評価結果

知財ビジネス報告書
を通じて認識した強み

主力事業である落石防止事業の各種工法に関して、複雑な現場への適応性の高さを認識できた。改めて認識した点

新たに認識した点
水環境事業の領域で、土壌の一般浄化槽への適用は当社以外で行っておらず希少性が高いこと、
着色性（透明性の保持）技術力の高さについて認識した。

知財ビジネス報告書
を通じて認識した課題

販売ルートとして、直販の他、ソフィール協会（正会員22社）の会員に販売代理を依頼しているが、
他社製品と比較して、価格が高いことがネックになっている。

営業網の拡大やブランド認知向上が必要であること。

改めて認識した点

新たに認識した点
既存製品の利便性向上に向けてミニソフィ、ミニソフィⅡを開発しているが、施工実績は乏しく、Web
上でのPRも強化する必要性。

将来のビジネス展開に

向け金融機関として
サポートできる点

◼ 当行提携ビジネスマッチング先において、「ノウハウを活かした新製品の開発支援」「知財マッチングを通じた事業支援」に対
応できる事業者があるため、同社の事業戦略における本業支援に伴走可能。

◼ 当行主催のプラットフォームセミナーへの参加等を案内し、地公体とのパイプ作りに活用してもらう。

◼ 今後の設備投資について、活用可能な補助金案内や申請資料作成支援（ビジネスマッチング）等が可能。

アルコ社からのコメント

知財ビジネス報告書の作成を通じて得られた
新たな気づきがあったか

保有知財の分析・評価によって、当社の保有する特許の位置づけ・競合との比較優位性を認識す

ることができ、今後の事業戦略を検討するうえで有用な気づきを得た。また、社員の暗黙知を形式
知化できたことで、社内に共有することができた。

知財ビジネス報告書をどう活用できそうか
今後の事業計画・中期経営計画の策定にあたり参考できるほか、社内における事業理解を深める
参考資料として活用できる。
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